






  進行性筋ジストロフィー症の発症における一次的障害部位が筋自休にあるの

か、それとも筋以外にあるのかは未だ議論されているが、最終的な結論は得ら

れていない。我々は筋ジストロフィー症発症マウスを用い、その再生骨格筋よ

り得られる筋芽細胞を in vitro で培養し、その増殖、分化の課程を解析した

結果、光顕レベルでの比較的短期の培養においては、正常成熟マウス由来の再

生筋芽細胞のそれとの間に著明な差が見られなかった。


